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更改Step

１．医療情報連携ネットワークの改善事項検討

今後は、総務省の実証事業で構築したレセプトコンピュータから情報を開⽰する仕組みの再稼働を⽬
指し、患者情報の⼀元管理（名寄せ）、患者受診歴のポータルへの表⽰、診療所からの情報開⽰（双⽅
向化）、XCAによる連携を標準規格に準拠した形で実現したいと考えている。
システム更新に向けた準備状況（財源）については、他の財源に依存せず、毎年度の当期利益を積み
⽴てている。（毎年、1,000万円程度）
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晴れやかネット（平成25年稼働）
⼀般社団法⼈医療ネットワーク岡⼭協議会（岡⼭県岡⼭市）

086-259-2077  公式ホームページ

※平成29年2⽉時点
（ただし、参加機関数は平成28年10⽉末時点、登録患者数は、平成28⽉11末時点の情報を掲載）
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- 概要
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- 成功要因

- ネットワーク構築時の苦労

- 構築する⽅へのメッセージ
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- １．地域課題、要求事項の抽出

- ２．必要性の検討

- ３．事業概要の決定

- ４．事業運営主体の組織の設置

- ５．個⼈情報保護⽅針などの作成

- ６．ガイドライン・標準規格などの確認

- ７．システム化⽅針決定

- ８．事業計画・収⽀計画の⽴案
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- １．⼯程管理

- ２．仕様書作成・調達

- ３．要件定義・設計
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- ５．テスト
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- １．運⽤に向けた⽂書作成

- ２．システム運⽤保守体制決定



- ３．参加機関の募集・説明・契約

- ４．設備⼯事・導⼊
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- １．改善事項検討
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